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価値観・ライフスタイルの変化
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「物質的な豊かさ」と「心の豊かさ」

物質的豊かさ

心の豊かさ

出典：内閣府「平成20年社会生活に関する世論調査」

今後の生活において、心の豊かさか、物の豊かさかについて聞いたところ、「物質的に豊かに
なったので心の豊かさやゆとりのある生活に重きをおきたい」と答えた者の割合は62.6%。

どちらともいえない

62.6

28.6

7.4
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社会志向と個人志向に関する意識の変化

個人志向

社会志向

出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」

「国や社会のことにもっと目を向けるべきだ」と考えている人の割合が増えている。

一概にいえない
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国民全体の利益と個人の利益に関する意識の変化

個人の利益
を大切にす
べき

国民全体の
利益を大切
にすべき

出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」

「個人の利益」よりも「国民全体の利益」を大切にすべきと考えている人の割合が高い。

一概にいえない
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社会貢献意識の推移

あまり考えていない

社会のために役立ちたいと
思っている

出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」

「社会のために役に立ちたい」と思っている人の割合は増加傾向にある。
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「新しい人間像」
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出典：総務省「社会生活基本調査報告」（平成18年）

ボランティア活動の年間行動者率

福井県のボランティア行動者率は34.1%で全国2位である。
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福井県のボランティア活動の年間行動者率（15歳以上）

福井県

出典：総務省統計局「社会生活基本調査報告」

福井県のボランティア行動者率は年々低下している。

全国
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福井県のボランティア活動の種類別、年齢階層別行動者率

出典：総務省統計局「社会生活基本調査報告」

ボランティア活動の種類別では「子どもを対象とした活動」が全国1位となっている。
また年齢階層別にみると、35～54歳に行動者率が高い。2001年と比較すると、全体的に低下し
ており、特に55～74歳までの年齢層で低下している。
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出典：中央共同募金会資料（平成20年度）

共同募金の１人あたりの寄附額
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福井県の月間実労働時間の推移

福井県

※常用労働者を常時３０人以上雇用する事業所を対象に調査した月間労働時間の平均値

出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」

福井県の月間労働時間は全国と比べて長く、1990年代に週休2日制の定着などにより一旦は大
きく減少したが、近年は再び緩やかな増加傾向が続いている。

全国
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出典：総務省「社会生活基本調査報告」（平成18年）

都道府県別余暇活動時間

福井県の1週間の平均余暇活動時間は6時間3分（1人当たり）で全国最下位である。
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出典：総務省統計局「社会生活基本調査報告」

福井県の余暇活動時間は、2001年と比べて5分減少。全国下位で推移している。

全国
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家族のかたち
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福井県の一般世帯の家族類型別世帯割合

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」
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福井県の三世代世帯数と単独世帯数の推移

出典：総務省「国勢調査」

福井県の三世代世帯比率は、全国的に見れば高いものの年々減少。単独世帯が急速に増加。
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福井県の生涯未婚率の推移

出典：国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集2009」

福井県の生涯未婚率は、全国に比べて低いが、年々高くなっている。
※生涯未婚率：50歳時点で一度も結婚したことのない人の割合。
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家族との時間に関する意識
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出典：内閣府「国民生活選好度調査（平成18年度）」
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家族との時間に関する意識（男性）
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家族との時間に関する意識（女性）
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出典：福井県「家族時間に関するアンケート調査」（2009年3月）

福井県の家族時間①

50％の世帯で毎日子どもと保護者がそろって夕食をとっている。

小学２年生
のいる世帯
（1201）

小学５年生
のいる世帯
（1199）

中学２年生
のいる世帯
（1125）
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母親と一緒（のべ1913）

父親と一緒（のべ1728）

合計（のべ1770）

母親と一緒（のべ1856）

父親と一緒（のべ1700）

出典：福井県「家族時間に関するアンケート調査」（2009年3月）

福井県の家族時間②

平日の母親の家族時間は4時間1分、父親は1時間52分。子どもが大きくなるほど、家族時間が
減少する。

小学２年生

小学５年生

中学２年生

※平成20年11月17日(月)、11月18日(火)の単純平均

（時間）

5時間7分

4時間41分

2時間5分

4時間39分

4時間11分

1時間56分

3時間40分

3時間11分

1時間36分
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13%

14%

16%

5%

21%

5%

8%

25%

12%

18%

29%

21%

27%

33%

26%

32%

32%

39%

42%

27%

41%

12%

44%

37%

12%

35%

28%

8%

32%

25%

4%

24%

20%

11%

7%1%

0%

1%

0%

12%
0%

0%

3%

3%

1%

16%

1%

1%

22%

5%

2%
44%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計（のべ1825 ）

母親と一緒（のべ1901）

父親と一緒（のべ1748）

合計（のべ1823）

母親と一緒（のべ1913）

父親と一緒（のべ1728）

合計（のべ1770）

母親と一緒（のべ1856）

父親と一緒（のべ1700）

0分 1分～1時間未満 1時間以上～2時間未満 2～4時間 4～6時間 6時間～

出典：福井県「家族時間に関するアンケート調査」（2009年3月）

福井県の家族時間③

※平成20年11月17日(月)、11月18日(火)の単純平均

小学２年生

小学５年生

中学２年生

時間区分別家族時間の状況
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地域コミュニティの再生
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251,206

77,68180,92086,048
78,700

86,54883,792

217,526

198,894

173,977

146,994

237,451

53.5%

30.9%

43.5%

48.2%

39.6%

34.1%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2008年

（人）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

老人クラブ会員数

６０歳以上の県内人口

老人クラブ会員／６０歳以上の県内人口

福井県の老人クラブ会員数等の推移

出典：厚生労働省「福祉行政報告例」

福井県の老人クラブの会員数はほぼ横ばいで推移しているが、60歳以上人口に占める割合は、
減少傾向にある。
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73.5
69.9

66.9
64.5

62.561.359.7
57.9

56.1 61.0

55.9

51.1
49.0

47.346.445.5

74.5

70.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

（％）

全国 福井県

福井県の自主防災組織の組織率の推移

出典：内閣府「防災白書」

福井県の自主防災組織の組織率は年々増加し、2007年に全国平均を超えた。
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こ

と

は
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そ

の

他

（人）

回答数（複数回答）

福井市の自治会の状況

出典：福井市「自治会に関するアンケート」

年度 ２００１ ２００２ ２００３ ２００４

加入率（％） ８４．６ ８３．９ ８３．３ ８３．０

加入世帯数（世帯） ７１，１８２ ７１，１３４ ７１，２３６ ７１，５１１

■福井市自治会加入率推移

■自治体活動で行う上で困っていること 出典：福井市資料

福井市の自治会加入率は加入世帯数は微増しているものの、加入率は減少傾向にある。
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10年前と比べた地域の「つながり」の変化

5.3 46.5 19.5 15.41.7 11.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く
なっている

やや強く
なっている

変わっていない
やや弱く

なっている
弱く

なっている 無回答わからない

3割以上の人が10年前と比べ「地域のつながり」が弱くなったと回答。

7.0% 30.9%

出典：内閣府「国民生活選好度調査（平成18年度）」
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12.7
8.3

5.1
1.1

49.8

38.3

55.3

31.2

23.3
20.7

0

10

20
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50

60

人
々
の
地
域
に
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す
る
親
近
感
の

希
薄
化
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の
人
々
の
親
交
を
深
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る
機

会
不
足

他
人
の
関
与
を
歓
迎
し
な
い
人
の

増
加

集
合
住
宅
が
普
及
し
て
き
た
の
で

近
所
の
連
帯
感
を
培
う
リ
ー
ダ
ー

の
不
足

女
性
の
就
労
増
加
に
よ
る
地
域
活

動
へ
の
参
加
の
不
足

転
居
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
の

で

男
性
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
不

足

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

（％）

地域のつながりが弱くなった理由

出典：内閣府「国民生活白書（平成19年版）」

地域のつながりが弱くなった理由として、「地域に対する親近感の希薄」や「人々の親交の機
会不足」が上位の理由となっている。
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地域の人々との「つながり」に対する意識

38.6 34.9 33.5 31.8
35.3

29.4

53.4
56.7 57.6 59.4

56.1
61.0

6.9 7.2 7.9 7.8
1.4 1.0
7.0 8.2

0.7 1.0 0.9 0.9

0.4 0.3 0.1 0.1 0.2 0.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1993年 1996年 1999年 2002年 2005年 2008年

交流があること
は大切

どちらかといえ
ば大切

大切ではない

どちらかと言え
ば大切ではない

無回答等

出典：内閣府「国民生活選好度調査」

約9割の人が地域の人々との交流が大切だと感じている。
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地域の「つながり」に期待すること

40.5

71.0

74.3

78.5

84.4

40.9

16.6

12.1

10.7

7.9

17.4

11.1

12.6

10

6.7 1.1

0.7

1.0

1.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防犯や防災にむけた対策

高齢者への介護、福祉

少年の健全な育成

身のまわりの環境保全

祭りなどのイベント

必要だと感じる 特に必要はないと感じる わからない 無回答

出典：内閣府「国民生活選好度調査（平成15年度）」

防犯・防災、介護・福祉などの分野で地域の「つながり」への期待が高い。
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福井県の共働き率

58.2
（1位）

60.5(1位)
64.2(1位)

66.5(2位)67.1(1位)

68.9(1位)

44.4
44.9

47.0
48.147.3

45.8

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年

出典：総務省「国勢調査報告」

（%）

福井県

全国

福井県の共働き率は、58.2%で全国第1位（2005年）である。
※共働き率：夫婦のいる一般世帯数に占める共働き世帯数の割合
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「新しいコミュニティ」の形成と
その役割



35

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上

（％）

2006年 2001年

福井県のインターネットの行動者率

出典：総務省統計局「社会生活基本調査報告」

過去1年間に「インターネット」を利用した県民（10歳以上）は約401千人、利用者率は55.7%
（全国59.4%）で、2001年（43.1%）と比較して全ての年齢層で大きく増加している。
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44.0
42.440.3

38.0
35.4

33.2

66.665.0
62.2

59.2
55.9

53.2

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2003年度末 2004年度末 2005年度末 2006年度末 2007年度末 2008年度末

（％）

全国 福井県

福井県のケーブルテレビの世帯普及率の推移

※普及率の算出には、住民基本台帳の世帯数を使用

出典：北陸総合通信局調べ

福井県のケーブルテレビ世帯普及率は高く、全国値を大きく上回っている。
※2008年度末全国第4位
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出典：内閣府「国民生活白書」、総務省「住民基本台帳人口」

都道府県別ＮＰＯ法人の認証数（人口10万人当たり）

2007年の福井県のNPO法人認証数は人口10万人当たり21.6で全国第19位である。

都道府県平均 22.6


